
平成３０年（２０１８年）１月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
以

下
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。）

は
、
平
成　

年
よ
り
公
費
助
成
、
奨

２２

励
に
よ
る
任
意
接
種
が
開
始
さ
れ
、

平
成　

年
４
月
に
は
国
の
定
め
る
定

２５

期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
相
次
ぐ
副
反
応
被
害
の
発
生
、

報
告
に
よ
り
、
２
か
月
後
の
６
月
に

は
積
極
的
奨
励
を
一
時
中
止
す
る
事

態
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

副
反
応
は
、
疼
痛
、
し
び
れ
、
不

随
意
運
動
、
脱
力
、
記
憶
障
害
、
睡

眠
障
害
、
発
熱
、
呼
吸
困
難
な
ど
経

時
的
に
多
様
化
、
重
篤
化
す
る
進
行

性
の
病
態
で
、
被
害
者
は
１
人
で
何

十
も
の
激
烈
な
症
状
を
抱
え
、
日
々

苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
に
は
、
医
薬
品
副

２７

１０

作
用
被
害
救
済
制
度
に
よ
る
救
済
が

決
ま
り
ま
し
た
が
、
申
請
は
複
雑
で

被
害
者
の
負
担
が
大
き
く
、
さ
ら
に

申
請
か
ら
救
済
決
定
ま
で
お
よ
そ　
１０

か
月
も
か
か
り
ま
す
。

　

国
を
被
告
と
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
薬
害
訴
訟
に
お
い
て
、
国
が
ワ
ク

チ
ン
と
副
反
応
の
因
果
関
係
を
認
め

て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
症
状
発
症

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
医
学
界
の

対
立
を
背
景
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、

多
様
で
重
篤
な
症
候
群
を
抱
え
治
療

を
行
っ
て
い
な
が
ら
も
、
副
反
応
と

認
め
ら
れ
ず
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い

被
害
者
が
非
常
に
多
く
、
救
済
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

意見書意見書意見書
　１２月定例会では３件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　
　

月
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
２
件
の
請
願
を
採
択
し

１２
ま
し
た
。
陳
情
は
１
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書

表
を
配
付
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
の
請
願
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
は
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

求
め
ま
す
。

１　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被
害

者
が
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
速

や
か
に
救
済
を
進
め
る
こ
と
。

２　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
の
原

因
究
明
と
治
療
法
の
確
立
に
対
し
て

積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

３　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被
害

者
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
医
療
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
。

４　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
全
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
健
康
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

 　

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法

化
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
、
平
成

　

年
７
月
７
日
、
国
連
加
盟
国　

か

２９

１９３

国
中　

か
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま

１２２
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
求
め
る
意
見
書

し
た
。
国
連
加
盟
国
の
６
割
以
上
の

賛
同
に
よ
り
核
兵
器
が
非
人
道
的
兵

器
と
し
て
法
的
に
全
面
禁
止
さ
れ
た

こ
と
は
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
り
、
被

爆
者
ら
の
長
年
の
訴
え
と
、
非
核
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
小
平
市
を

初
め
日
本
国
民
の
悲
願
が
全
面
的
に

実
現
す
る
道
が
開
け
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
５
つ
の
核
保
有
国
と
、

そ
の
同
盟
国
を
含
め
、
交
渉
に
参
加

し
な
か
っ
た
国
も
あ
り
ま
し
た
。
米

国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
団
は

共
同
声
明
を
出
し
、
条
約
は
こ
れ
ま

で
の
核
抑
止
政
策
と
相
入
れ
な
い
と

し
、
条
約
の
交
渉
に
参
加
し
て
お
ら

ず
、
署
名
、
批
准
、
加
入
を
意
図
し

て
い
な
い
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
政
府
も
こ
の
条
約
に
参

加
し
な
い
と
表
明
し
た
こ
と
は
国
内

外
の
失
望
と
批
判
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

原
子
爆
弾
の
投
下
に
よ
り
広
島
、

長
崎
に
お
い
て
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
惨
禍
を
経
験
し
た
日
本
は
、
戦
争

に
よ
る
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
て
国
際
的
に
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
国
で
す
。
同
時
に
、
核
兵
器
廃
絶

は
日
本
国
民
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
関
係
行

政
庁
に
対
し
、
核
兵
器
な
き
世
界
の

実
現
に
向
け
て
、
１
日
も
早
く
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
参
加
表
明
を
行
う
と

同
時
に
、
条
約
の
締
結
促
進
を
目
指

し
て
、
核
保
有
国
と
非
保
有
国
と
の

橋
渡
し
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要

望
し
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
あ
て

 　

平
成　

年
４
月　

日
、
主
要
農
作

２９

１４

物
種
子
法
（
以
下
「
種
子
法
」
と
い

う
。）
の
廃
止
法
案
が
可
決
成
立
し
、

平
成　

年
４
月
よ
り
種
子
法
は
廃
止

３０
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止

に
際
し
日
本
の
種
子
保
全

の
施
策
を
求
め
る
意
見
書

と
な
り
ま
す
。
種
子
法
は
日
本
の
農

業
と
国
民
の
食
生
活
を
支
え
る
た
め

昭
和　

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

２７

の
法
律
で
は
、
主
要
農
作
物
で
あ
る

稲
、
大
麦
、
裸
麦
、
小
麦
及
び
大
豆

の
種
子
を
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
安

定
的
に
生
産
し
供
給
す
る
上
で
の
国

の
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
法

に
基
づ
き
都
道
府
県
ご
と
に
厳
密
な

品
質
管
理
の
も
と
農
家
に
優
良
で
安

価
な
種
子
供
給
が
行
わ
れ
、
国
民
は

食
の
根
幹
で
あ
る
主
要
農
作
物
が
安

定
し
て
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
国
が
責

任
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
安
心
で
き
る

食
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

種
子
法
廃
止
の
理
由
と
し
て
は
、

民
間
事
業
者
の
さ
ら
な
る
参
入
を
促

す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
消

費
者
の
中
食
、
外
食
利
用
が
増
加
し
、

特
化
し
た
品
種
の
開
発
、
生
産
、
流

通
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
海
外

輸
出
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
新
し

い
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
対
応
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
種
子
法
が
廃
止
さ
れ

る
と
、
今
後
、
優
良
品
種
の
維
持
や

開
発
、
品
種
の
多
様
性
、
価
格
な
ど

の
面
で
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
上
極
め
て
重

要
な
施
策
が
失
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

参
議
院
で
の
議
決
に
当
た
り
附
帯

決
議
で
は
、
種
子
の
生
産
基
準
を
つ

く
り
運
用
す
る
こ
と
、
都
道
府
県
で

の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
の
取
り
組

み
の
た
め
の
財
源
の
確
保
、
種
子
の

海
外
流
出
防
止
、
種
子
独
占
の
弊
害

の
防
止
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
本
附
帯
決
議

の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
の
主
要
農

作
物
の
種
子
を
公
共
の
財
産
と
し
て

保
全
す
る
た
め
に
積
極
的
な
施
策
の

実
施
を
求
め
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
あ
て

 
《
小
学
３
年
生
》

○　

月
６
日　

五
小　

人

１１

１００

 　

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

市
議
会
の
活
動
を
積
極
的
に
お
知
ら

せ
し
、
議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特

別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX 議
場
見

議
場
見
学学

あ
と
が

あ
と
が
きき

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応

被
害
の
問
題
解
決
を

求
め
る
意
見
書

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被
害
者
救
済
及
び
支
援
と

接
種
者
へ
の
健
康
調
査
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

１　

小
平
市
民
の
被
害
の
実
態
を
把

握
し
、
適
切
な
治
療
及
び
救
済
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
小
平
市
が
実
施
す
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
方

全
員
に
対
す
る
健
康
調
査
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

２　

小
平
市
独
自
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
副
反
応
被
害
の
実
態
に
即
し
た

医
療
費
等
の
支
援
に
向
け
て
内
容
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
小
川
町
一
丁
目

　

墨
井　

明
子　

外
３
千
３
百
２
人

「市民と議会の意見交換会」を
開催しました

　市議会では今年度２回目となる意見交換会を開催しました。今回は、市内
４会場で各常任委員会が進めている政策課題調査等に関するテーマについて、
市民の皆さんと意見交換を行いました。
　各会場で多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

　意見交換の内容やいただいたご
意見、アンケート結果の詳細につ
いては、市議会ホームページ（h 
ttp://www.city.kodaira.tokyo.
jp/gikai/）のほか、市役所７階議
会事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆さんとの意見交
換の機会を定期的に設けていきま
す。多くの方のご参加をお待ちし
ております。 ▲厚生委員会班の様子

11月２日（木）「小平の未来を考える」（総務委員会班）
小川西町公民館　19時から　参加者15人

11月４日（土）「食べてますか？　小平の野菜」（生活文教委員会班）
天神地域センター　10時から　参加者４人

11月４日（土）「みんなでつくろう夢公園」（環境建設委員会班）
小川東町地域センター　19時から　参加者14人

11月６日（月）「住み慣れた地域でいきいきと暮らしつづけるために」（厚生
委員会班）上水本町地域センター　19時から　参加者19人

 

１８日　総務委員会行政視察（滋賀県草津市、
愛知県豊橋市、高浜市　２０日まで）

 生活文教委員会行政視察（愛知県西尾
市、奈良県桜井市、愛知県一宮市　２０
日まで）

２３日　多摩六都科学館組合議会
２５日　厚生委員会行政視察（佐賀県武雄市、

佐賀県、長崎県長崎市　２７日まで）
 環境建設委員会行政視察（福岡県北九

州市、久留米市、福岡市　２７日まで）
３０日　都市基盤整備調査特別委員会（府中市

視察）
 昭和病院企業団議会行政視察（兵庫県

加古川市、大阪府八尾市　３１日まで）
 東京たま広域資源循環組合議会
 

１日　総務委員会
２日　生活文教委員会
 市民と議会の意見交換会
４日　市民と議会の意見交換会
６日　厚生委員会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会

第３委員会
 市民と議会の意見交換会
７日　環境建設委員会
１３日　公共施設マネジメント調査特別委員会

（千葉県習志野市視察）

10　　月

11　　月

１４日　東京たま広域資源循環組合議会行政視
察（長野県岡谷市、諏訪市）

 東京都四市競艇事業組合議会視察研修
（府中市）

 東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
１７日　幹事長会議
 湖南衛生組合議会
２１日　小平・村山・大和衛生組合議会
２２日　議会運営委員会
２７日　昭和病院企業団議会
２８日　１２月定例会初日
２９日　１２月定例会２日目（一般質問）
３０日　１２月定例会３日目（一般質問）
 

１日　１２月定例会４日目（一般質問）
５日　総務委員会
６日　生活文教委員会
７日　厚生委員会
８日　環境建設委員会
１２日　広聴広報特別委員会
１４日　幹事長会議
１５日　議会運営委員会
２０日　１２月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

９日　議員参集訓練
１６日　広聴広報特別委員会

12　　月

1　　月

議 会 日 誌
10月18日～1月16日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌


